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1. はじめに
 われわれは，干渉計測と計算処理のみによって
多色物体の 3次元空間情報とスペクトル情報を
同時取得する研究を行ってきた 1-3)．本研究では，

(x,y,z,k)空間上で定義される 4 次元(4-D)インパ
ルス応答関数の厳密解を解析的に求めた．この

関数の性質について調べたので報告する． 
 
2. ディジタルホログラフィック分光立体映
像法の 4-Dインパルス応答関数  
	
 実験系である2光波折り畳み干渉計の概念を
図 1に示す．多色光源分布を Sとし、S上のあ
る波数 kの点    
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rs = (xs, ys , zs)を考える．この点は，
奥行き    

€ 

z = z0 − zsの位置にあるとする．このと

き，再生距離  

€ 

ʹ′ z における 4-Dインパルス応答関
数  

€ 

h x, y, ʹ′ z ,k( )は次のように表される； 
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ここで， 
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であり，  

€ 

C(a)，  
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S(a)はフレネル積分である．ま
た，lは開口長であり，    
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k⊥= (kx,k y)，    
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ʹ′ k ⊥= ( ʹ′ k x, ʹ′ k y)
で， 
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kx = −kxs z，  
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k y = −kys z         (5) 
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ʹ′ k x = −kx z ʹ′，  
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ʹ′ k y = −ky z ʹ′         (6) 
である． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 2光波折り畳み干渉計 
 

3. 解析結果  
	
 図 2に 4-Dインパルス応答関数に関する計算
結果を示す．図 2(a)は光源が近距離内，(b)は遠
距離内の場合である．光源が近いほど奥行き分

解能が向上することが分かる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 4-Dインパルス応答関数の奥行き方向に関
する形状 (a)近距離内 (b)遠距離内 

 
4. まとめ  
	
 ディジタルホログラフィック分光立体映像

法における4-Dインパルス応答の厳密解を解析
的に求めた．この関数は，(x,y,z,k)空間上で定義
され，当該手法の 3次元結像特性と分光特性を
特徴づけるものである． 
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